
指 標

Process

各指標の計算式と分母・分子の項目名 分母・分子の解釈

分子

Ａ）開設者と直接関係のない他の病院又は診療所から紹介状により紹

介された一ヶ月間の患者数

Ｂ）開設者と直接関係のない他の病院又は診療所への一ヶ月間の紹

介患者数

・ 救急件数に左右さ れるため 、日本病院会の定義と 同じ く 救急

搬入は含めない。

・診療情報提供料を算定した患者数

分母

一ヶ 月間の初診患者数－（①救急自動車によ り 搬送さ れた患者

＋②休日又は夜間に受診し た患者 （休日、時間外加算患者数）

＋③健康診断を目的に受診し、治療を開始した患者）

地域医療支援病院の紹介率・逆紹介率の初診患者数の算出方法に

よる

収集

期間
１ヶ月毎

調整

方法

紹介・逆紹介患者率

Ａ）紹介患者率 Ｂ）逆紹介患者率56

指標の意義

指標の計算式、分母・分子の解釈

・他の医療機関との連携、機能分化を促すための指標

考察

改善・運用事例など

Ａ) 紹介患者率 最小値 0.82 25％値 10.42 中央値 16.67 75％値 58.63 最大値 25.38

Ｂ) 逆紹介患者率 最小値 3.49 25％値 14.92 中央値 21.85 75％値 35.06 最大値 64.15

回答病院 A):79 B）:77

・地域における役割として現在の数値が見合っているか等の分析は出来ていない。効率的かつ収集の精度を上げる算出

方法の検討が続いている。

A 紹介患者率

中央値は15.68→16.67と上昇、とくに中規模以上の病院で紹介率を確実に伸ばしているところが目立ちました。紹介

率40%以上が15施設、50%以上が8施設、60%以上が5施設ありました。一方で小規模病院では紹介率は低率に推移し

ており、地域における「紹介される病院」としての強みづくりが必要と感じた。

B 逆紹介患者率

中央値は23.17→21.85と微減で推移しているが、60%以上の施設が7施設あり、大幅に逆紹介率を伸ばしている施設

も見受けられました。一方で大半の施設が30%以下で推移しており、その中では比較的規模の大きい病院も含まれてお

り、逆紹介のためのノウハウの共有が必要と考えられます。

紹介率が増えているが逆紹介率は減っている、紹介率も逆紹介率も増えている、どちらも減っている、など様々なパター

ンが見られましたが、地域の実情にあった機能を改めて明確化するきっかけにこの指標を活用いただきたいです。

（厚労省提出指標）
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